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保護者・地域に信頼される学校を目指して 

〈鶴ヶ島市立藤中学校だより 第５号〉 学校教育目標

ともに学び、未来を拓くたくましい生徒の育成

≪目指す生徒像≫

○よく考え工夫して学ぶ生徒(知)

○人と自分を大切にする生徒(徳)

○心と体を粘り強く鍛える生徒(体)

令和７年７月１８日 校長 竹田 聡

＜1学期を終えて＞

日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力をいただき感謝申し上げます。
今学期は週末に雨が多く降り、天候が心配されましたが、体育祭、学校総合体育大会も予定通り終

えることができました。諸行事に多大なるご支援をいただき、ありがとうございました。
明日から夏休み(夏季休業)となります。夏休みの注意事項は、「夏休みのしおり」に書かれていま

すので、必ず目を通してください。また、３者面談が有意義な時間となるようにご協力ください。
夏休みは、お子さんが自分と向き合い、英気を養うよい機会です。これまでの夏休みの反省を生か

して、その子に合った支援をお願いします。

＜1学期終業式 代表のことば＞

１学年代表

中学生になってからもう3ヶ月が経過しました。
振り返ってみて、皆さんは入学式当日の気持ちは
どうでしたか。私は不安と楽しみが入り混じった
入学式でしたが、あれからたくさんの新しい経験
を積んできました。１学期を振り返って、２学期
につなげようと思った反省点とこれからも頑張ろ
うと思っていることがあります。
１つ目の反省点は勉強です。部活動も１年生大

会など、たくさんの大会で良い結果を出せるよう
に頑張るとともに、しっかりと勉強もして両立で
きるように頑張りたいです。中間テストや期末テ
ストでは、しっかり計画を立てることができず、
あまり良い結果が出なかったので、計画性を大事
にしようと思いました。
２つ目の反省点は、クラスへの呼びかけです。

個人では授業中に少しにぎやかになってしまった
クラスのみんなへの声がけが、あまりできません
でした。全体では班長や学級委員の声掛けがなく
ても静かなクラスになるのが目標です。
そして、これからも頑張ろうと思っていること

は、部活動と委員会です。私が入っているサッカ
ー部は県大会への出場が決定しているので、２・
３年生との練習を全力で取り組みたいと思ってい
ます。学総では、良い結果が出た部もあれば、良
い結果が出せなかった部もあると思いますが、夏
の練習は新チームでの活動になります。暑い夏を
みんなで乗り切っていきましょう。また、駅伝部
の活動がある人もいると思います。学校の代表チ
ームの一員として、全力で頑張っていきましょう。
委員会では、学級委員として、まだ、出来てい

ないところもあるのでそこを直していきたいと思
います。委員長として、今まで以上に学年をまと
められるように頑張ります。藤中の第１学年をも
っと良い学年にしていきたいと思っています。
２学期に向けて、課題点もたくさんありますが、

できるようになったこともたくさんあります。で
きるようになったことの質を高め、課題点を改善
できるよう意識して、最高の２学期にしましょう。

２学年代表

この１学期は、自分ではとても成長できた学

期だと考えます。１年生のころは部活や定期テ

ストであまり落ち着きがなく、周りを見られて

いないこともありました。しかし、この２年生

となり、自分なりの目標を立てたり、クラスの

中で自制心を持ったことで行動も少し変化し、

部活や定期テストに集中することができました。

また、「自分がこう言っているときに、相手はこ

んな気持ちなんだな」ということがわかり、そ

こからその経験を生かして、人の気持ちをよく

考えて発言できるようになりました。

学習面での変化は、塾を有効活用したり、自

分なりの学習方法を工夫したいするようになっ

たことです。以前は塾の先生、学校の先生に言

われたところだけを勉強していたのですが、２

年生になってからはワークを全教科の範囲まで

やったり塾のプリントを自分から取ったりなど

をすることで、自分なりの勉強方法をアレンジ

するようになりました。この取り組みの結果、

学力が身についてきたように感じます。

先日私達２年生は社会体験チャレンジを行い

ました。私が担当した職業は小学校で、とても

勉強になりました。「先生がいつもどういう目線

で生徒と接しているのか」「生徒と向き合うこと

はどういうことか」など、普段の学校生活では

体験できない貴重な機会をいただきました。

このことをこれからの学校生活や将来に活か

せるよう、これからも頑張っていきたいです。

このように、２年生になってから様々なことが

変化したように思います。２学期には文化祭や

合唱祭、さらに各部活動では３年生が引退して

今度は僕達が部活を引っ張っていきます。「まだ

２年生」ではなく「もう２年生」です。この１

学期の経験を活かし勉強も部活動も両立できる

ような２年生になりたいと思います。
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３学年代表

僕は、１学期を振り返って、頑張ったことが３
つあります。
１つ目は、部活動です。３年生に進級してから、

最後の大会である学総までは今振り返ってみると
とても短い時間でしたが充実していたと思います。
最上級生になり、後輩が増えるにつれ、最初は少
し不安なこともあったけど、しっかりと先輩とし
ての自覚を持ち、気を引き締めて部活動に取り組
むことができました。そして、最後の大会では試
合には負けてしまいましたが、今まで努力してき
た成果を悔いの残らないように出し切ることがで
きました。また、部活動を通して人間として成長
することができたので、これからの生活にも活か
していきたいです。
２つ目は、勉強です。３年生になり受験が近づ

く中で、大切になってくるのが定期テストです。
今までよりも良い点数を取れるように、勉強の仕
方を変えました。今までは、テスト週間前になっ
てから、ワークをやり始めていました。しかしそ
れでは短期記憶になって、テストが終わると内容
が頭から抜けてしまうことがありました。また、
テスト当日の直前になって慌ててワークを終わら
せていると、応用問題などに手が回らず、そこで
差がついてしまうことに気が付きました。３年生
になってからは反省を活かし、授業の内容をその
日のうちにワークをといて振り返るなど、日頃か
らコツコツと勉強をする習慣をつけました。そし
て、２週間前にはワークを一周終わらせ、その分
できた時間で、教科書の応用問題や入試問題を練
習しました。テスト当日では、万全な準備ができ
ていたため課題であった応用問題も落ち着いて解
くことができ、中間テストでは納得の行く点数を
取ることができました。しかし、中間テストが終
わってから、期末テストに向けてすぐに気持ちを
いれることができず取りかかりが遅くなってしま
い、期末テストでは納得のいく点数を取ることが
できませんでした。なので今回の結果をしっかり
と受け止めて、１学期の内容を振り返り、日頃か
ら計画性のある学習をしていきたいです。
３つ目は、学級委員です。僕は３年生になり、

中学校生活で初めて学級委員に挑戦しました。学
級委員として活動していく中で、話し合いなどで、
時間を意識しながら、みんなの意見をまとめたり
することの難しさを感じ、うまくいかないことも
ありました。しかし、愛があふれる温かいクラス
の雰囲気に支えられながら、自分としても成長で
き、１学期間やりきることができました。２学期
には合唱祭も控えているのでこれからもクラスの
ために全力を尽くしていきたいです。
この１学期を通して、僕はいろいろなことに挑

戦することができました。これから夏休みに入り
ます。１学期の経験をこれからの学校生活に活か
していくためにも、３年生としての自覚を持ち１
日１日を大切にし、２学期に向けてしっかりと準
備をしていきたいです。

＜校長の言葉(抄)＞

1学期に予定された行事を含めた教育活動を無事
に終えられることができ、校長として安堵してい
ます。また、1学期に来校された多くの方から、「藤
中生はあいさつが素晴らしい｣とお褒めの言葉をい
ただきました。具体的には、目を合わせて、場に
応じた自然なあいさつができていることです。藤
中の伝統となるように、みんなで続けてください。
入学式で私から3つのお願いをしました。
1つ目は、「大人扱い」されることでした。周囲

の状況を考え、場にふさわしい行動を心がけてい
ますか。トラブルが生じたら、そもそもどこに問
題があったのか考え、再発防止に努めましょう。
2つ目は、心と体の健康を心がけた生活でした。

食事や睡眠、適度な運動を心がけ、活力ある学校
生活をしていますか。活力の基本は、睡眠と食事
です。充分とれているか、確認しましょう。
3つ目は、時間を大切にすることでした。部活動

の時間をつくること、定期テストに向けて授業で
理解し家庭学習で定着するように過ごせましたか。
時間の使い方を工夫しましょう。
さらに、2年生には「先輩ぶらず、先輩らしく」、

3年生には「藤中の手本」を、と話しました。2学
期も信頼される行動を期待します。
今日は１学期の通知表が渡されます。５段階の

数値よりも、観点別学習状況を見て、授業で示さ
れた課題を解決していたか振り返ることです。特
に、「基礎的・基本的な知識及び技能」が学習の土
台になるので、身に付いていないと思う教科は、
夏休み中に改善できるようにしましょう。もし、
成績に疑問があったら、担当の先生に自分で確認
しましょう。
明日から夏休みです。夏休みが始まる前は、学

習や部活動を充実させようと思っても、いざ始ま
ると思い通りにはいかないものです。どうしても、
楽な方に流されたり、好きなことばかりやったり
しがちです。ある本によれば、脳を使うと大量の
エネルギーを消費するので、省エネを選択、つま
り考えないで済む方を選ぶそうです。また、好き
なことや楽しいことをすると、脳内にドーパミン
が分泌されます。過剰になると依存につながりま
すので、注意が必要です。要は自己管理が大切に
なります。「懸命（力いっぱいがんばること）」よ
りも「賢明（適切な判断や処置が下せること）」を
心がけましょう。
最後に、「お座なり」と「等閑(なおざり)」を紹

介します。「お座なり」は、誠意のないその場限り
のいい加減な様(さま)、「等閑」は、何もせず放置
しておく様(さま)です。課題や宿題が「お座なり」
「等閑」にならず、作品となるように、計画的に
取り組むことを期待しています。
それでは、健康で安全な生活を心がけ充実した

夏休みを過ごすこと、特に、交通事故、ネットト
ラブルにあわないようにして、全員揃って元気に
２学期を迎えることを願っています。

＜生徒の活躍＞
第63回埼玉県硬筆中央展覧会 埼玉県書写書道教育連盟賞 1名
優良賞 5名

第63回坂戸地区硬筆展

推薦 6名

特選 10名

優良 12名

＜お願い＞

自転車事故、インターネット関連のトラブルについて、ご家庭でも注意をお願いします。
部活動の欠席等の連絡はC4th、その他の連絡は平日の8:20～16:50は藤中学校(049-286-9546)、

それ以外の時間帯及び休日、閉庁日の緊急の連絡は、鶴ヶ島市役所(049-271-1111)へお願いします。
校内教育支援センター(SSR)について、関心等がございましたら、3者面談時にお申出ください。


